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組合運動内における謡潮自覚的活動家の任務

意見や方針の遠い労鋤組合運動は､労轍藷の労働と生活の条
件を改馨するだめに､資本に対抗して労緻寿の団結を膏すめる遊離である｡

求

それは3　この諮座の籠i回国でのべたよ雲

に､労鋤者が､自分たちの労轍と生活の経験をとおして1　また資本に撞琉するためのきまざまのやり労繋ためしてみためらに'濃怒りつ事紀撰擬の形態であった｡蒜畠溺し､乙㊨運動は､科藁寵篭轟の理
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論によって骨の発展の合法則蛙を蒸づけられる義では､広範にひろがってい-邑とがで藩なかった｡m-轍ッバ嫌陸諸国では､労鯛統合運動繋番憲する｢理論｣がはびこ-､それが鎗職者の労繊組合への結集を邁態だげでいたからであり､組合運動発祥の鞄であるイギリス繕あってさえ､一八六の特代に怒ってもなお､社会主義者を自認する人がとのあいだに､巌組合重義蝿理論が根づよくのこってい
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滝からである｡
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水雷年諮盛｢労働綴禽その

歴史と綾織｣⑧の項類勤組合鱈酒場から繰脇まっ湛｣　(本態八四韓〓月号二㊦八-二一四率)を鯵照｡
-蘭㊥の｢翳勅運動の発展

には稗撃的鞋幾義の理蘭が譲整璧　(志遷八四鱒二-…罵i網澄-泳撥彊

執筆鯨蜜主義め理論の潜滋憶'
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く青年真庭〉労働組合その歴史と鎚的

あ慈働慈いとい攣のでゐ潟〇八

たとえば`経済の驚威寅がつづいた一九牽

五年までの二0年間に､戚瑳して､労鋤藷としての経験をつんだ人がとのかなりの離籍は､薄そら-､つい接近まで､資本宝義母の

慰轡枝☆蜜やたり､擬

線轡藍灘欝撥で

ものについて'恐ろしく一轟的な理解をしめし､パ景色の幻想をいだ-傾向があっただろぅし､また｢労勘運動が資本家の支配する桂会全体に原則的は対亜している｣とか､あるいは､最期にわたって資本におさえこまれていだ労鋤運動が､やがて飛躍的発展をとげる可能蛙があるなどという主張をきいだと秦に'これを､現実味のない空輸とうは軽がす頗向をもらやすかっだといえないだろうか｡

第四に､｢労繊運動の参加者のあいだに愚
見の楢葉唾生みだす｡まわめて重要な原因となっているのば､一般に支離階級の､とくはブルジ諸アジーの､戦緒の変化である｣をレーニンはいう㊤

すべての国で資本家階級は､支配をまもる

二つの方法をとる｡第一の境港は'暴力的な方法､労勘運動にたいする譲歩唾拒否する雷法で登りも鱒二の方漆は､労鍛者の政治約護

あおる｡達の二つの窟漣馨､支寵層は'欒代驚つか我た-､いろいろの組み菰澄世雷か島み嶽わせでっかうのである⑦

なぜそうするかというと､それは､偶然で

はなく雪資本家の立場そのものが根本的に矛癒したものだからである釣と蛤琴のは､資本主義社会が発展する短めには､労戯馨の弊政を強繊ないわけははいかないが､他方で､高麗の技術を要求連れるこの壁麓撥武の下で練､労鋤者にある軽暖の政潜的権利を与･窄まだ一憲穫歴の異化盤をあたえないわけははいかないか襲撃ある｡

こうした二つの統治方法連続抽陶にとらえ
ないで'どちらかの一面だけで割酪連く'浸すと'静観運動のなかに､誤った二つの横軸がでてくる駁階級協閻主義着は､階級闘毎の学説は｢古くき-なった｣と主張し､挺闊重義政策へとはしっだあげく､運動の樽かに組織分葱を馬ちこむ｡これは､ブル裁ヨアジーの議捗の一面だけを霞-みだ鰭柴である｡これにたいして､暴力的話法だけをみるものは'無政府監護約･i揆婁畿爆蘭に渡しarこれ
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嬢だ､静観運動を強ばり薗-本格的に発露怠ぜるの蓮､きまたげることになる｡

独占資本主義段階のもうーつの要因以上､レーニンが列馨しだ四つの要因が'

今日の日本の労鰭運動のなかでも､多かれ少なかれ確用していることばも経の目から見ても､明らかであろう｡ここで､第一の要因について'参議までに､日本の具徒的昏葵を指摘しておこう｡いまから三五年前の一九五〇年に､労勘者階級は日本の入日の三八･二韓をしめていたにすぎず､人口の圧倒的多数は宙蛍業馨が自滅ていだ(蔑林漁業縫尊者が四四･六部､都市自営業番が一四･三管で､合計人口の五八･九留)｡ところが､一九八〇年になると､労観著階級は六六二ハ留にふえ､その間に麗林漁業従聾者が四四二ハ都から九･八轟へと恕激に蔽っている｡
つまりこの三五年間に､蔑林漁業従尊者

(その大都分は農民)が大幡に減り､それが労簡番になっていったのである｡:ム簿ノ聾蚤董轟という短い糊岡に､これほど
詰鸞機転謡が労働董階級に流入していった

鯛は､騨醸陶紀も樋にああだら橿高砂そのまとと､i九車重韓以後締二〇年間にわたって日本の資本主義が大きな破綻潰しに寵威轟をつづげできたという撃笑壷遷ぬめ治世をだけでも､連のところ､巨大企業労組のなかで､橙闊義鱒摺導著が膏の抱歩をかためているわけば理解できそうは思われる｡

しかし､労繊細食運動のなかで､犠蘭宝義
の潮流が強まり､墟歩をかためる蔑由緒､現在では'いま挙げた四つにつ馨るものではない｡さきに券げだ四つの要因は､資本主義の発展段階恕闘わず､あらゆる時期に､労働運動のなかで轍いている要因であるが､資本重義が独畠資本圭義段階に入ると､以上の四つとはぺつに場と-ぺつの蔑閥　-　憶韻書轡･日和見重義を生みだし'強ぬるための経済的･軽食的基礎が'独占資本によっでつ-りだされるのしたがって､現代にあっては､弊緻組合運動を重しい軌遵にの討､発騒き甚るた渉には､そのことに注畠し､それだけ腰をすえてこうした潮流とたたかうことが必要になるo
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前審をレーニンは｢労轍貴族｣と睡拭､後者を労顕官繚または資本強｢労鯛副官｣と名づけた｡労鋤官僚たちには､資本の願の援助で､議員の席や､議会ならびに政府の審議会の委員の地位､労資協諷組織の役職があたえらね､それな-の報酬が保証される(ついでにいえば､今日の日本では､大企業の霞役の地位までが､しばしば号みられている)｡

こうして､労鋤者上層と労飼官僚にわけ与
えられる独占利潤の一報分が'協認重義の経済的基礎であり､またこれによってつくりだされた'独善資本と利害を一つにする繊労繊者階級内の特殊な層が'協認主義の社会的基磋なのである｡

日本の現状と活動家の役割今日の日本で'レーニンが指摘したような

労鋤官僚の育成が､六〇年代以降､怨占資本と政府によって､憲議的かつ急速にすすめられてきたことは､寧葵である｡では'労飼貴族はどうか｡

レ詳記ンめ蒋揮､労勘貴族層を形成してい

あった｡今日､科学･技
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術の発展腔意を熟緩め繰凝墜撃星暗流形燕の特別の層を弊轍著のなかにつくりだすことを困難把して誇り､それは祷彊するにしても､その規模はいちじ毒しくちぢめら沌て障る｡だが､そうだとしても'レーニンの労析方法は､ちがった条件の下で､なお有効であろう｡

大壷繋労繊藷､と-ねげその監督･箇理蛍
緻者は､｢鵜飼費族｣といえるほどの賃金水準･盤潜水準を保障きれてはいない薯ろうがへなお､中小企業労飼者に比べて､が怒りよい条特をぅ妙なくとも一九七五年以降の経済危機が藷面滝するまでほ､与えられていたのであり､独占利潤の一都のおこぼれにあずかっていたものといえよう㊨受してへ　このことは会社派詳報が大企業で､資本と癒着し､組合活動を企業内に塾じこめ?企業の利潤を葉もりながら､それがゆる音範囲で醤金･労擾条件の問題を闘題にするとい蜜､協讃豊麗陶轍鱒を組合員におしつけ壷の繋蓉易にして撃たのである｡

以上述べて馨だことをまとめると蘇㊨よう

になる｡労働組合運動の蓮か龍一態擬⑳義援
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